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一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会

　令和３年８月２日、若桜町若桜地区が「国重要伝統的建造物群保

存地区」に選定されました。明治18年の町内370戸中350戸が焼

失したという大火の後、復興計画が議決されました。その計画に基

づき形成された町並みが、今も色濃く残っています。カリヤと称され

る軒空間を持つ民家が並ぶ本通り、土蔵と寺院が並ぶ蔵通り、町の

各所に流れる水路等々、歴史的な風情を醸し出しています。

　このたびの選定により、多くの方の目が若桜の町に向き、訪れて

いただきたい。若桜出身の一人として、そう願っています。

（文：来田 信浩）
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会 長メッセ ー ジ

メッセージ

　令和３年度も昨年度同様新型コロナウイルス感染

症の拡大が止まらず当協会も様々な事業計画があっ

たにも関わらず全てを実施する事は出来ませんでし

た。中でも全会員を対象とした総会並びに懇親会の

中止、また新年互礼会の中止など正会員・賛助会員の

皆様と対面でのコミュニケーションの場を持つこと

が出来なかった事が誠に残念でなりません。

　この様に大変な一年ではありましたが、当協会の

運営に当たっては、数多くの正会員・賛助会員そして

関係機関の皆様の御協力を得ました事に心より感謝

を申し上げます。

　そして本年10月に予定されていた日事連全国大

会（鳥取・島根大会）も昨年度の熊本大会が延期に

なったため来年10月に延期となりました。実行委員

会を立ち上げ、島根会とも合同会議を開催した矢先

での延期であり誠に残念で成りませんが、新年度に

なれば徐々に準備を進めて参りたいと思っておりま

すので、正会員・賛助会員の皆様の御協力をお願い致

します。　　　　

　また、全国的には会員数が減少する単位会が多い

中、鳥取会は徐々にではありますが正会員・賛助会員

ともに会員数が増加しており、これもひとえに皆様

の努力のお陰と感謝を申し上げる次第であります。

　さて次に、日事連の動向ですが、当協会を含む地方

の単位会の強い要望が通り、日事連会費の引き下げ、

会誌「日事連」のウェッブ版化による印刷費・送料の

削減、また単位会の行う事業計画が日事連に認めら

れれば経費の支援が受けられる単位会組織強化支援

事業の創設など単位会の経費削減を行う事が出来ま

した。

　そして、我々にとって一番重要な事である業務報

酬基準「告示98号」の改正に向けて国土交通省の委

員会に所属し、現状のアンケート調査に協力するな

ど改正の準備を進めております。来年の４月頃には

改正されると聞いております。

　また、本年は日事連創立60周年を迎え、本年12月

の全国会長会議と共催で式典が行われますが、参加

者はコロナ禍のもと、各単位会の会長を含め２名程

度との事であり正会員の皆様には記念誌を作成して

配布する事としています。

　来年度もまだまだ、新型コロナウイルス感染症の

影響で様々な事業活動が制約される事と思います

が、正会員・賛助会員の皆様そして関係機関各位に対

し事業推進のため御協力を頂きます様にお願いを申

し上げ、御挨拶と致します。

会　長　霜 村 將 博

１．はじめに

　本町の人口は3,000人を割り込み、減少率は県内

最大であるとともに、高齢化率は49パーセントとな

っています。加えて、新型コロナウイルスの感染拡

大に伴い、地域の活力が大きく低下していると感じ

ています。このような状況下でも持続可能なまちづ

くりを進めるために町内の絆を強め、関係人口を増

やし、町外の皆様から応援いただけるような環境づ

くりを構築していきたいと思います。

　さて、本町における大きな話題の一つとして、昨

年８月に若桜の町並みが国の重要伝統的建造物群保

存地区（重伝建地区）に選定されました。若桜の町

並みを中心としたまちづくりは本町における取り組

みの大きな柱の一つであると考えております。

２．若桜の町並みの概要

　若桜の町並みは若桜鬼ヶ城の城下町として発展

し、江戸時代初期に廃城された後は宿場町・商家町

として人や物資の交易で栄えました。明治時代に３

度の大火を経験しますが、当時の住民組織が火事に

強いまちにするため、自主的に取り決めを作成し、

そのほとんどが実行され、現在の町並みの礎となっ

ています。

　現在でも、間口が狭く奥に長い建物配置や１階の

庇部分を長く伸ばし、風雨や雪の際に下を通行する

ことができる建築様式である「カリヤ」、防火対策

のため人家建造を禁止し、土蔵を建てることを可能

として成立した「蔵通り」など、当時の取り決めに

基づいた町並みが残されています。

　また、街道沿い並びに家との境界部等には水路網

が整備されており、町並みと一体となった歴史的風

致を形成するとともに、防火用水、生活用水、積雪

時の融雪機能を持ち、地域住民の生活とも密接に関

わっています。

３．国の重伝建地区選定に向けた取り組み

　現在の若桜地区は少子高齢化や人口減少により空

き家が増えています。人が住まない住宅は傷みが進

み、住む環境が失われ、地域の人口減少がますます

進むことになります。本町では、地域の住環境を維

持しながら、若桜に残る貴重な町並みの保存、地域

の活性化策を検討し、平成27年より重伝建地区選定

に向けた取り組みを始めました。住民説明会や戸別

訪問等を行うなど、地域の住民の皆様並びに関係機

関のご理解ご協力をいただき、令和３年８月に国の

重伝建地区に選定されました。

４．若桜の町並みを活かしたまちづくり

　重伝建地区選定を受け、本町では基準に基づいた

建物の修理及び修景事業に対する助成制度を設けて

います。保存地区内に建物を所有されている皆様に

制度を活用していただき、若桜の町並みの価値が維

持していけるようご協力いただいております。

　本町ではこれまで移住定住対策として、移住定住

交流センターの開設や空き家バンクの登録に取り組

んでまいりました。重伝建地区の選定により、若桜

のまちに大きな付加価値がつくことになりますの

で、Ｉターンだけでなく、Ｕターン、孫ターンなど、

若桜にゆかりのある方々が故郷に帰って来ていただ

けるような政策を進めていきたいと考えています。

　重伝建地区選定はまちづくりに向けた最初の一歩

であります。保存地区周辺には若桜鬼ヶ城跡、若桜

鉄道をはじめとする貴重な文化財が残されており、

周辺の歴史遺産や観光施設と一体となった取り組み

を進めることができると期待しております。

　また、地域の皆様が今後も住み続けたい地域とな

るよう、町民と行政が協働して地域を盛り上げてい

けるような体制づくりを進めてまいります。

５．さいごに

　若桜の町並みは私たち先人の努力によってつくら

れ、守られてきた貴重な文化財です。これらを継承

し、後世に残していくことは今の私たちの責務とい

えます。また、地域で生活している方が、今後もこ

こで住み続けていきたいと感じていただけるような

政策を講じていきたいと考えております。

　今後、若桜の貴重な町並みを確実に保存していく

とともに地域の住民がいつまでも楽しく安心して暮

らすことができる一助となるため、様々な取り組み

を進めていきます。

若桜町長
上川  元張

若桜の町並みを活かした
　　　　　まちづくりに向けて
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５．さいごに
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若桜町長
上川  元張

若桜の町並みを活かした
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■一木会ゴルフ同好会
　　　　令和３年６月５日（土）

　　　　旭国際ゴルフ倶楽部

　　　　17名

■一木会釣り同好会
　　　　令和３年６月18日（金）・6月25日（金）

　　　　鳥取港沖

　　　　延べ14名

■一木会研修会
　　　　令和３年11月12日（金）

　　　　鳥取県八頭郡若桜町

　　　　重要伝統的建造物群保存地区　視察

　　　　15名

建築とっとり No.10206 建築とっとりNo.102 07
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副会長（東部担当） 塚 田 　 　 隆

　この度の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡
大が始まって早いもので２年が経過しました。その間、
建築士事務所協会及び建築設計等の活動は様々な制限が
かかり（ソーシャルディスタンスの確保、都市間移動の
制限、リモートの限界）、思う様に行うことが出来ませ
んでした。
　コロナ禍により私達は多くのことを学び、そしてかつ
てないほどの変化の時代を迎えていることに気づくこと
となりました。オンライン（リモート）による役員会・
委員会・研修会の開催は合理化が図られ経費の削減には
つながりました。しかしフェイスtoフェイス（顔と顔を
突き合わせることのできるリアルな場）の密なコミュニ
ケーションが無く、人と人との密なコミュニケーション
を失い、リモートの限界を知ることとなりました。
　今後、早い収束を期待していますが、次に来る新しい
時代となるWITHコロナ、ポストコロナ時代の活動の活
性化に向けて、私達は活動手法のみならず建築設計業務
に対する考え方を変えていく準備が必要ではないでしょ
うか。
　さて、新しい時代とは何かといいますと、次のような
事項を行うことが必要ではないかと私は思います。

•住まい（住環境）づくり
　健康のために換気に気を配るとともに、屋外空間と
のつながりを持たせたすまいづくり。
•執務空間・コミュニケーションづくり
　多くのコミュニケーションがインターネット上に置
き換わってしまった混乱からの脱却する為のリアルな
空間の価値を再認識した新たな場つくり。
•SDGｓによるサスティナビリティを重視する建築業界
の再生 
　都市に集中し、箱の中に閉じ込められて仕事をする
のではなく、地方に拠点を置くことにより過度なスト
レスから逃れ、ワークライフバランスに配慮した建築
活動。
•地方の活動の活性化へ
　大都市集中から脱皮、そして地方都市への分散化へ
の期待。
•ワークスタイルの多様化
　DX（デジタルトランスフォーメーション）が進展す
ることによりリモートワークが普及し、サテライト化
の後押しとなり、オフィスという箱から脱却し、自由
に好きな場所、好きな時間で働くことにつながります。

東部の動き

■令和3年度中部支部一水会通常総会
　　　　令和３年５月21日（金）

　　　　倉吉シティホテル

　　　　28名

■６月例会
　　　　令和３年６月２日（水）

　　　　エキパル倉吉

　　　　18名

　　　　「BIMによる新しい働き方」

　　　　講師：E-DESIGN／經種建築事務所

　　　　　　　　　　　　　代表　經種　俊幸 氏

　　　　　※BIMの活用は今後の必要条件となりますね。

■12月忘年例会
　　　　令和３年12月１日（水）

　　　　ホテルセントパレス倉吉

　　　　40名

　コロナも落ち着いた時期でしたが感染対策を行い忘年会を

開催。ビンゴゲームを行い楽しいひと時を過ごしました。

一水会　令和３年度の活動報告

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

内　容

副会長（中部担当） 讃 岐 　 英 夫

　令和３年度も昨年度同様、新型コロナウイルス禍での

活動となりました。変異株が出現をし、なかなか終息の

兆しも見えない状況となっています。

　中部支部の活動も同様に、この「わんぱく坊主」のた

めに制限をさせられてきました。昨年５月21日の通常

総会のあとは６月のBIMの勉強会、そして12月の忘年例

会。８月・10月・今年２月の例会は中止を余儀なくさ

せられました。　

　大好きなノミニケーションは当然のことながら、研修

もままならない状況となりました。

　「わんぱく坊主」がもたらしたものの一つにウッドシ

ョックに代表されるサプライチェーンの脆弱性です。半

導体を使用した電化製品等も同様な状況となっているよ

うです。

　その中で社会は確実に変化をしています。【ニューノ

ーマル】です。

　感染リスクを減らすため、人との接触機会を減らすこ

とやソーシャルディスタンスを保つこと、三蜜の回避等

の変容のため、働き方にも変革が求められ、政府も推奨

をしているテレワーク、オンライン会議・研修、ワーケ

ーション等はすでに常態化しています。これらをうまく

業務に生かしていくことは必要条件となっています。

　しかしここで忘れてならないことは、人と人とのアナ

ログ的な距離感・空気感・肌感ではないでしょうか。こ

れらを忘れることなく日常の業務を行っていきたいと考

え、そして皆さんのおかげで任期の２年間を無事終える

ことに感謝しています。

中部の動き

■第１回　一木会例会
　　　　令和３年12月２日（木）午後４時30分～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　　　　38名

　

　１．講習会 16:30～17:10

　　　『鳥取県 福祉のまちづくり条例』改正案の報告

　　　　講師　鳥取県くらしの安心局住まいまちづくり課

　　　　　　　　景観・建築指導室 係長　小谷　良和  氏

　２．委員会報告

　３．懇親会



■一木会ゴルフ同好会
　　　　令和３年６月５日（土）

　　　　旭国際ゴルフ倶楽部

　　　　17名

■一木会釣り同好会
　　　　令和３年６月18日（金）・6月25日（金）

　　　　鳥取港沖

　　　　延べ14名

■一木会研修会
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大が始まって早いもので２年が経過しました。その間、
建築士事務所協会及び建築設計等の活動は様々な制限が
かかり（ソーシャルディスタンスの確保、都市間移動の
制限、リモートの限界）、思う様に行うことが出来ませ
んでした。
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てないほどの変化の時代を迎えていることに気づくこと
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　さて、新しい時代とは何かといいますと、次のような
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　令和３年度も昨年度同様、新型コロナウイルス禍での

活動となりました。変異株が出現をし、なかなか終息の

兆しも見えない状況となっています。

　中部支部の活動も同様に、この「わんぱく坊主」のた

めに制限をさせられてきました。昨年５月21日の通常

総会のあとは６月のBIMの勉強会、そして12月の忘年例

会。８月・10月・今年２月の例会は中止を余儀なくさ

せられました。　

　大好きなノミニケーションは当然のことながら、研修

もままならない状況となりました。

　「わんぱく坊主」がもたらしたものの一つにウッドシ

ョックに代表されるサプライチェーンの脆弱性です。半

導体を使用した電化製品等も同様な状況となっているよ

うです。

　その中で社会は確実に変化をしています。【ニューノ

ーマル】です。

　感染リスクを減らすため、人との接触機会を減らすこ
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ログ的な距離感・空気感・肌感ではないでしょうか。こ

れらを忘れることなく日常の業務を行っていきたいと考

え、そして皆さんのおかげで任期の２年間を無事終える

ことに感謝しています。

中部の動き

■第１回　一木会例会
　　　　令和３年12月２日（木）午後４時30分～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　　　　38名

　

　１．講習会 16:30～17:10

　　　『鳥取県 福祉のまちづくり条例』改正案の報告
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委員長　来田　信浩広報編集委員会

　昨年度より広報編集委員長を仰せつかって

おります来田です。任期２年の委員長ですの

で、任期終了の挨拶となります。

　編集委員会のメインの仕事は会報誌「建築

とっとり」の企画・発行です。しかし、昨年

の101号、この102号と、大変厳しい仕事と

なりました。コロナ禍にあって、各支部の活

動がほぼない状態。例年ならば行われる県外

研修もできない。その代わりに昨年度に行わ

れた県内研修も今年度は企画すら持ち上がら

ない。社会全体に元気がないのか、作品紹介

に掲載するものが乏しかったり、新会員を紹

介するクローズアップにも積極的に参加して

いただけなかったり…。とにかく、記事にな

る「ネタ」が少なく、企画を練ろうにも練れ

ない。そのため、わざわざ委員会を開くこと

もできない。結局、塚田担当副会長と事務局・

田栗専務、そして私の３名で編集して、何と

か発行という事態となりました。原稿を寄稿

していただいた方々、作品を掲載していただい

た方々には、心から感謝しております。あり

がとうございまし

た。

　また、Web上で開

催された鳥取県木造

住宅推進協議会主催

の「木の住まいフェ

ア」に参加し、「住ま

いの無料相談会」を実施しました。しかし残

念なことに、具体的な相談にまで至った事案

はありませんでした。相談する側も、対面が

いいのでしょう。

　２年間の委員会活動を一言で言えば、本当

に寂しい活動でした。委員の方々と顔を合わ

せることもほとんどありませんでしたし、通

常の活動もできませんでした。社会全体がコ

ロナに翻弄されています。早くコロナが収束

し、通常の社会活動ができるようになって欲

しい…と、強く願うところです。

委員長　足立　收平総務企画委員会

　令和２年、３年ともコロナ禍で委員会活動

を控えていました。今年度は、令和４年に島

根会と共催で実施予定だった第45回建築士事

務所全国大会の実行委員会を立ち上げて準備

に入ろうとしたところで、熊本大会が延期と

なり、令和５年の開催になりました。改めて

日事連と島根会との調整準備に入らなければ

なりません。

　その他総務企画委員会の事業計画の会員増

強、建築士法27条の５苦情の解決等々も併せ

て進めなければなりません。コロナがおさま

ることを願って全国大会の準備に委員会の皆

さんはもとより全会

員、賛助会員の協力な

くしては出来ません。

　どうぞよろしくお願

い致します。

■11月　山水会ゴルフコンペ
　　　　令和３年11月16日（火）
　　　　グリーンパーク大山ゴルフクラブ
　　　　会員・賛助会員・鳥取県建築士会西部支部員　32名
　今年も昨年に引き続き、鳥取県建築士会西部支部との合同
でゴルフコンペを実施しました。
　以下㈱はらぶん 杉原範行様よりの寄稿文です。

　11月16日グリーンパーク大山ゴルフクラブに於いて「鳥取県
建築士会西部支部＆山水会合同ゴルフコンペ」が開催されました。
　前回優勝者、準優勝者が今回幹事を受けるという鉄の掟がご
ざいまして、私と新設家具永田社長が幹事をさせて頂きました
が、このコロナ禍の中32名の参加者で大いに盛り上がりました。
　コロナ禍で飲みにも行けず、おねえちゃんにも会えず？行け
るところとすればゴルフ場は比較的安全という風潮もあり、ど
うも皆さんゴルフの回数が増えておられるのかハイレベルな戦
いになりました。
　その中でやはりこの方、大同警備保障舩田社長が兵どもを抑
えて優勝をかっさらいました!（笑）そして準優勝はあおい総合設
計浦川社長！素晴らしい!!やはり持ってる男は違いますね!!!
　次回の開催はこのお二人が幹事としてのお役目になります。（笑）
　皆さん更に腕を磨かれて次回開催を楽しみにしてください！
　どうぞよろしくお願い致します！
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参加人数

開催日

場　所

参加人数

副会長（西部担当） 吉 田 　 成 年

　いまだ出口の見えないコロナ。私のこの挨拶でも一昨

年、昨年とコロナの事で書き始めていました。建築関係

では昨年からのウッドショックや、半導体不足・ロック

ダウンによる設備機器の大幅な納期遅れ。石油製品の高

騰などこれからもますます資材等の値上げがおこる見込

みです。加えてロシアによるウクライナ侵攻で戦争が起

きてしまいました。本当に先が見通せない状況です。

　ただひたすら、戦争の早期終結とコロナが収まること

を願うばかりです。

　この頃仕事は会議・打ち合わせもZOOM等によるネッ

ト上での打合せが当たり前になりましたが、時間と場所

の自由度が広がった分、すごく便利になりました。が、

やはり直接会って話をしないとこちらの想いが伝わらな

い事も多くかえって困ったこともあります。

　昨年も書きましたが、世の中が変化しても生身の人と

人との繋がりを大切にしたいものです。

　本来は今年、建築士事務所協会の全国大会がこちら米

子を中心に行われる予定でした。

　仕切り直しで来年開催予定です。状況が予断を許しま

せんが４月から改めて粛々と準備をしていかなくてはな

りません。振り返ってみれば1年あっという間。時間も

どんどん早くなっていく気がしてなりません。来年のこ

の時、振り返ればいい年だったなと思えるように。

西部の動き

■12月例会
 例会及び懇親会
　　　　令和３年12月１日（水）
　　　　ANAクラウンプラザホテル
　　　　山水会会員・賛助会員　38名
　11月頃からコロナの蔓延が急激に減ってきている時期で、
広い会場で開催出来ました。今から思えば、この時期しか例会
が開催出来なかったようです。
　食事もし、簡単な余興も行い早くコロナが収束するよう願
いながら楽しい時間を過ごしました。

■その他
 ６月 ８日　米子市建築相談課・営繕課の方々の講話
　　　　　  （参加）西部支部役員他
 ６月29日　幹事会　（参加）山水会役員
 ８月18日　幹事会　（参加）山水会役員
10月20日　幹事会　（参加）山水会役員

昨年に引き続きコロナの影響で、多人数の集まる例会を実施しにくい状況でした。
例会も思うように開かれず、活動内容は寂しい限りですが、今年度の活動をご紹介いたします。



委員長　来田　信浩広報編集委員会

　昨年度より広報編集委員長を仰せつかって

おります来田です。任期２年の委員長ですの

で、任期終了の挨拶となります。

　編集委員会のメインの仕事は会報誌「建築

とっとり」の企画・発行です。しかし、昨年

の101号、この102号と、大変厳しい仕事と

なりました。コロナ禍にあって、各支部の活

動がほぼない状態。例年ならば行われる県外

研修もできない。その代わりに昨年度に行わ

れた県内研修も今年度は企画すら持ち上がら

ない。社会全体に元気がないのか、作品紹介

に掲載するものが乏しかったり、新会員を紹

介するクローズアップにも積極的に参加して

いただけなかったり…。とにかく、記事にな

る「ネタ」が少なく、企画を練ろうにも練れ

ない。そのため、わざわざ委員会を開くこと

もできない。結局、塚田担当副会長と事務局・

田栗専務、そして私の３名で編集して、何と

か発行という事態となりました。原稿を寄稿

していただいた方々、作品を掲載していただい

た方々には、心から感謝しております。あり

がとうございまし

た。

　また、Web上で開

催された鳥取県木造

住宅推進協議会主催

の「木の住まいフェ

ア」に参加し、「住ま

いの無料相談会」を実施しました。しかし残

念なことに、具体的な相談にまで至った事案

はありませんでした。相談する側も、対面が

いいのでしょう。

　２年間の委員会活動を一言で言えば、本当

に寂しい活動でした。委員の方々と顔を合わ

せることもほとんどありませんでしたし、通

常の活動もできませんでした。社会全体がコ

ロナに翻弄されています。早くコロナが収束

し、通常の社会活動ができるようになって欲

しい…と、強く願うところです。

委員長　足立　收平総務企画委員会

　令和２年、３年ともコロナ禍で委員会活動

を控えていました。今年度は、令和４年に島

根会と共催で実施予定だった第45回建築士事

務所全国大会の実行委員会を立ち上げて準備

に入ろうとしたところで、熊本大会が延期と

なり、令和５年の開催になりました。改めて

日事連と島根会との調整準備に入らなければ

なりません。

　その他総務企画委員会の事業計画の会員増

強、建築士法27条の５苦情の解決等々も併せ

て進めなければなりません。コロナがおさま

ることを願って全国大会の準備に委員会の皆

さんはもとより全会

員、賛助会員の協力な

くしては出来ません。

　どうぞよろしくお願

い致します。

■11月　山水会ゴルフコンペ
　　　　令和３年11月16日（火）
　　　　グリーンパーク大山ゴルフクラブ
　　　　会員・賛助会員・鳥取県建築士会西部支部員　32名
　今年も昨年に引き続き、鳥取県建築士会西部支部との合同
でゴルフコンペを実施しました。
　以下㈱はらぶん 杉原範行様よりの寄稿文です。

　11月16日グリーンパーク大山ゴルフクラブに於いて「鳥取県
建築士会西部支部＆山水会合同ゴルフコンペ」が開催されました。
　前回優勝者、準優勝者が今回幹事を受けるという鉄の掟がご
ざいまして、私と新設家具永田社長が幹事をさせて頂きました
が、このコロナ禍の中32名の参加者で大いに盛り上がりました。
　コロナ禍で飲みにも行けず、おねえちゃんにも会えず？行け
るところとすればゴルフ場は比較的安全という風潮もあり、ど
うも皆さんゴルフの回数が増えておられるのかハイレベルな戦
いになりました。
　その中でやはりこの方、大同警備保障舩田社長が兵どもを抑
えて優勝をかっさらいました!（笑）そして準優勝はあおい総合設
計浦川社長！素晴らしい!!やはり持ってる男は違いますね!!!
　次回の開催はこのお二人が幹事としてのお役目になります。（笑）
　皆さん更に腕を磨かれて次回開催を楽しみにしてください！
　どうぞよろしくお願い致します！

建築とっとり No.10208 建築とっとりNo.102 09

山水会　令和３年度の活動報告

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

副会長（西部担当） 吉 田 　 成 年

　いまだ出口の見えないコロナ。私のこの挨拶でも一昨
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きてしまいました。本当に先が見通せない状況です。

　ただひたすら、戦争の早期終結とコロナが収まること

を願うばかりです。

　この頃仕事は会議・打ち合わせもZOOM等によるネッ

ト上での打合せが当たり前になりましたが、時間と場所

の自由度が広がった分、すごく便利になりました。が、

やはり直接会って話をしないとこちらの想いが伝わらな

い事も多くかえって困ったこともあります。

　昨年も書きましたが、世の中が変化しても生身の人と

人との繋がりを大切にしたいものです。

　本来は今年、建築士事務所協会の全国大会がこちら米

子を中心に行われる予定でした。

　仕切り直しで来年開催予定です。状況が予断を許しま

せんが４月から改めて粛々と準備をしていかなくてはな

りません。振り返ってみれば1年あっという間。時間も

どんどん早くなっていく気がしてなりません。来年のこ

の時、振り返ればいい年だったなと思えるように。

西部の動き

■12月例会
 例会及び懇親会
　　　　令和３年12月１日（水）
　　　　ANAクラウンプラザホテル
　　　　山水会会員・賛助会員　38名
　11月頃からコロナの蔓延が急激に減ってきている時期で、
広い会場で開催出来ました。今から思えば、この時期しか例会
が開催出来なかったようです。
　食事もし、簡単な余興も行い早くコロナが収束するよう願
いながら楽しい時間を過ごしました。

■その他
 ６月 ８日　米子市建築相談課・営繕課の方々の講話
　　　　　  （参加）西部支部役員他
 ６月29日　幹事会　（参加）山水会役員
 ８月18日　幹事会　（参加）山水会役員
10月20日　幹事会　（参加）山水会役員

昨年に引き続きコロナの影響で、多人数の集まる例会を実施しにくい状況でした。
例会も思うように開かれず、活動内容は寂しい限りですが、今年度の活動をご紹介いたします。



委員長　讃岐　英夫

　「鳥取県木造住宅耐震診断マニュアル」の運

用及び耐震診断ソフト「達人診断」（㈱えびす

建築研究所）の使用からおよそ２年が経過し

ようとしています。

　その運用等にあたり、昨年の11月に、住ま

いまちづくり課と意見交換会を開催いたしま

した。「達人診断」による算出概算費用の妥当

性及び一連の業務における報酬の妥当性等に

ついて意見交換を行ったわけですが、特に概

算費用については、実情と異なるケースが散

見され、依頼者に誤解を招く恐れがあるとの

状況のもと、これらに関わる業務報酬も含め

て今後改善への検討が必要との事となりまし

た。

　また、「鳥取県耐震改修促進計画」も改定の

予定があり、住宅の耐震化率が令和７年度目

標値として92％となる予定です。（令和２年

度実績耐震化率85％）

　ますます我々の責務は重要となっていき、

木造住宅の耐震化に向

けて取り組んでいかな

けらばならないと考え

ています。

　以下に今年度の受注

実績を報告します。

鳥取市　49棟　　倉吉市　21棟

米子市　12棟　　境港市　28棟

岩美町　 １棟　　若桜町 　３棟

八頭町　 ２棟　　北栄町 　５棟

　　　　　　　　  合 計  121棟

委員長　長谷川　聖業務技術委員会

木造住宅耐震診断委員会

　今年度の業務技術委員会の事業報告をしま

す。

　今年も１年間会員事務所・協会員の通常業

務に直接関係する講習・研修会等の実施と、

サポートを中心に活動しました。

　また、昨年に引き続き今年も新型コロナウ

イルスの影響により、途中まで実施の方向で

進んでいた第44回建築士事務所協会全国大会

（熊本大会）が１年間延期となりました。再

来年度になりますが、第45回鳥取・島根共同

大会も新型コロナウイルスの収束の気配がな

かなか見えない中での開催となりそうです。

従来とは異なる柔軟な大会運営が求められる

と思いますが、とりあえず来年度の熊本大会

を参考に、鳥取・島根両県の協力のもと成功

することを願っています。

　最後に今年度委員会

の皆様はもとより会員

の皆様のご協力のも

と、１年間委員会活動

そして委員長を務めさ

せて頂きました。

　改めまして御礼申し

上げて委員会事業報告と致します。ありがと

うございました。

有限会社 井手添建築設計事務所

　　　　代表取締役  井手添 　 誠
　新型コロナウイルス感染予防対策の為、第44回建築士事務所

全国大会熊本大会は次年度へ延期となり、表彰と楯が贈られて

きました。全国大会に出席できなかったことは残念ではありま

したが、このように表彰して頂き感謝申し上げます。これから

も、（一社）鳥取県建築士事務所協会の理事として、精進させ

て頂きます。ありがとうございました。

【学歴・経歴】

　昭和58年 ３月 　　福山大学　工学部建築学科　卒業

　 　同年　 ４月 　　有限会社　井手添建築設計事務所　入社

　平成 6年  １月 　　　同社　取締役　就任

　平成16年12月 　　　同社　代表取締役　就任

　平成16年～現在まで 　　(一社)鳥取県建築士事務所協会を前職より交代

  　　　　　　　　現在に至るまで協会理事を務める。

　平成24年～現在まで 　　鳥取県耐震診断等専門委員会　委員

　平成28年～現在まで 　　木造住宅耐震診断委員会　委員長等

　平成28年～令和元年度　　(一社)鳥取県建築士事務所協会　副会長　他

【資　　格】

　一級建築士

　構造設計一級建築士

日事連年次功労者表彰 受章
令和3年度

おめでとうございます
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委員長　讃岐　英夫

　「鳥取県木造住宅耐震診断マニュアル」の運

用及び耐震診断ソフト「達人診断」（㈱えびす

建築研究所）の使用からおよそ２年が経過し

ようとしています。

　その運用等にあたり、昨年の11月に、住ま

いまちづくり課と意見交換会を開催いたしま

した。「達人診断」による算出概算費用の妥当

性及び一連の業務における報酬の妥当性等に

ついて意見交換を行ったわけですが、特に概

算費用については、実情と異なるケースが散

見され、依頼者に誤解を招く恐れがあるとの

状況のもと、これらに関わる業務報酬も含め

て今後改善への検討が必要との事となりまし

た。

　また、「鳥取県耐震改修促進計画」も改定の

予定があり、住宅の耐震化率が令和７年度目

標値として92％となる予定です。（令和２年

度実績耐震化率85％）

　ますます我々の責務は重要となっていき、

木造住宅の耐震化に向

けて取り組んでいかな

けらばならないと考え

ています。

　以下に今年度の受注

実績を報告します。

鳥取市　49棟　　倉吉市　21棟

米子市　12棟　　境港市　28棟
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八頭町　 ２棟　　北栄町 　５棟

　　　　　　　　  合 計  121棟

委員長　長谷川　聖業務技術委員会

木造住宅耐震診断委員会

　今年度の業務技術委員会の事業報告をしま

す。

　今年も１年間会員事務所・協会員の通常業

務に直接関係する講習・研修会等の実施と、

サポートを中心に活動しました。

　また、昨年に引き続き今年も新型コロナウ

イルスの影響により、途中まで実施の方向で

進んでいた第44回建築士事務所協会全国大会

（熊本大会）が１年間延期となりました。再

来年度になりますが、第45回鳥取・島根共同

大会も新型コロナウイルスの収束の気配がな

かなか見えない中での開催となりそうです。

従来とは異なる柔軟な大会運営が求められる

と思いますが、とりあえず来年度の熊本大会

を参考に、鳥取・島根両県の協力のもと成功

することを願っています。

　最後に今年度委員会

の皆様はもとより会員

の皆様のご協力のも

と、１年間委員会活動

そして委員長を務めさ

せて頂きました。

　改めまして御礼申し

上げて委員会事業報告と致します。ありがと

うございました。

有限会社 井手添建築設計事務所

　　　　代表取締役  井手添 　 誠
　新型コロナウイルス感染予防対策の為、第44回建築士事務所

全国大会熊本大会は次年度へ延期となり、表彰と楯が贈られて

きました。全国大会に出席できなかったことは残念ではありま

したが、このように表彰して頂き感謝申し上げます。これから

も、（一社）鳥取県建築士事務所協会の理事として、精進させ

て頂きます。ありがとうございました。
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　平成16年12月 　　　同社　代表取締役　就任

　平成16年～現在まで 　　(一社)鳥取県建築士事務所協会を前職より交代

  　　　　　　　　現在に至るまで協会理事を務める。

　平成24年～現在まで 　　鳥取県耐震診断等専門委員会　委員

　平成28年～現在まで 　　木造住宅耐震診断委員会　委員長等

　平成28年～令和元年度　　(一社)鳥取県建築士事務所協会　副会長　他

【資　　格】

　一級建築士

　構造設計一級建築士
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国登録有形文化財「若桜橋」

　当方が生まれ育った町・若桜については、「智頭や鹿

野には時々行くけど、若桜には行かんなあ…」、「氷ノ山

スキー場には行くけど、若桜の町には寄らんなあ…」と

いうようなことをよく耳にします。多くの方々にとって

なじみの薄い若桜の町ですが、令和３年８月２日、若桜

町若桜地区が「国重要伝統的建造物群保存地区（重伝建

地区）」に選定されました。そこで今回、東部支部の研

修会として若桜の町を見に行こうということになりました。

　11月12日、総勢15人。行きは登録有形文化財23施

設を有する若桜鉄道。レトロな外観、木質のインテリア

の一両列車に揺られ、八東川沿いの秋の景色を楽しみな

がら50分、若桜駅に到着しました。

　まずは若桜駅の視察。若桜駅には駅舎を含め８施設の

有形文化財があります。駅職員の矢部部長さんの説明を

聞きながら、各施設を見学しました。まずは駅舎。券売・

待合部分はきれいに改修されています。きれい過ぎて昔

の名残が薄いのは、個人的には残念なところ。構内の線

路を見るとレール側面に製造年がモールされています。

当方が確認したレールは1908年（明治41年）製。朽ち

ないことに驚きです。機関車転車台はヤジロベイの要領

で自立していて、機関車を中央に載せれば人力で回転で

きるそう。当日は機関車こそ載せていませんでしたが、

両端部のバーを押して二人で回転させることができまし

た。その他の文化財のこと、展示してある蒸気機関車

C12のことなど丁寧に説明いただきました。

　次に駅前のJA事務所２階の会議室に移動。若桜町教育

委員会の津川さんから、重伝建地区指定の経緯や町並み

の特徴、形成の歴史などについて説明を頂きました。午

後に予定している町内の自由散策の基礎知識です。

　昼食は町内・吉川豚を使ったメニューで人気の「新(

あらた)」。若桜特有の「カリヤ」を有する代表的古民家

を整備・改修して営業しています。ほぼオリジナルな状

態が保たれた家屋で、「カリヤ」や内部の造りを見なが

ら入店。当方は豚重をご馳走になりました。大変食べ応

えのある、おいしい昼食でした。

令和３年度　東部支部合同研修会 　広報編集委員会 委員長 来 田 　 信 浩

　食後は本通りを川上に向かって移動。本通りは「カリヤ

通り」とも呼ばれ、立派なカリヤを有する民家が並んでい

ます。さらに東に折れて屋堂羅地区にある若桜郷土文化の

里へ到着。全員で施設の門村さんの説明を聞いた後、吉川

から移築した「三百田家住宅」や、カリヤ通りから移築し

た「旧山陰合同銀行」などを各自が自由に視察しました。

当方にとっては「三百田家」も「合銀」も、幼き頃から風景

として見慣れた建物ですが、内部を見るのは新鮮なこと。

どちらも凝った造りで、建設当時の意識の高さを感じました。

　文化の里を出た後は、若桜駅集合４時まで各自自由に

町並みを視察。当方のグループは、必然的に当方が案内

役となりました。上町（かんまち）と呼ばれるエリアの

一番上手から土蔵が並ぶ「蔵通り」を散策。明治初期の

２度の大火後、耐火を目的として形成された土蔵群です。

また、この通りに寺院が集中しており、倉吉の赤瓦地区

とは異なる風情があります。

　次は「弁天娘」で有名な太田酒造に立ち寄りました。

ここは町の比較的川下に位置しています。酒蔵に案内し

て頂き、仕込みや保存の様子を見学。この酒蔵の真裏が

当方の生家なのですが、中に入るのは初めて。興味深く

拝見させていただきました。店に戻って、「荒走り（あ

らばしり）」を試飲。スパッとした爽やかな口当たりで、

皆さん即購入です。

　「カリヤ通り」も「蔵通り」も一通り見て、お酒の試

飲も楽しみましたので、その後は気分よく町をそぞろ歩

き。裏通りには本通りの民家ほどでなくても、小規模な

カリヤを持つ家がたくさん残っていることを紹介。食材

店、飲食店、スナック、衣料店、薬局、医院、スポーツ用品店、

電化製品店、パチンコ屋、映画館、石材店、建具屋、畳屋、

クリーニング店、簡易裁判所…と、通りすがりの家々や

空き地の以前の姿を紹介しながら、にぎやかだった頃の

若桜を思い浮かべていただきました。途中、役場横にあ

る「忠魂碑」や、町の一番上手にかかる「若桜橋」を視察。

あまり知られてないのですが、この橋も国登録有形文化

財と土木学会選奨土木遺産に選定されています。

　川下から川上、また川下と、町を一周したところで若

桜駅に戻ってきました。帰路ももちろん若桜鉄道に揺ら

れます。途中、八頭高前駅で女子高生がたくさん乗って

きて、キャッキャという声に興ざめ。５時９分に鳥取駅

に帰ってきました。

　皆さんからは「もっと、いいところを発信すればいい

のに」というような声が多く聞かれ、若桜の町の魅力に

気づいて頂いた１日となりました。若桜町全体としては、

氷ノ山や岩屋堂など魅力的なところはたくさんあります。

幼き頃の賑わいは見る影もない状況ですが、それも魅力

として活用し、多くの人に若桜に訪れていただきたい、

知っていただきたいと改めて思うところです。若桜には

行ったことがないという方、ぜひ若桜へ。

鳥取駅に集合

レトロ列車「八頭号」

趣のある列車内

年代物のレール 転車台を回す！

旧山陰合同銀行
三百田家住宅前で 裏通りも散策

帰りの列車は「若桜号」

蔵通りを散策

酒蔵を見学 おいしいお酒でした

伝建地区の説明を受けました

改札付近 若桜鉄道の説明を受けました

若桜駅舎

おいしい昼食
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特別養護老人ホーム 湯梨浜はごろも苑
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員作品紹介会

建 設 地：鳥取県東伯郡湯梨浜町上浅津407
構　　造：鉄骨造 4 階建て
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延床面積： 7,210.02 ㎡
設計監理：株式会社 白兎設計事務所

北東面全景

北面外観

玄関ホール

ELVホール

東面外観

南面夕景
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TEL:����-��-���� FAX:����-��-���� 

建築鉄骨の鋼構造物製作 建築金物の製造・取付 

耐震補強工事 鉄骨の改修工事 鉄骨の増築工事 

建築とっとり No.10220 建築とっとりNo.102 21



鳥取西 IC

湖山駅

豊美郵便局
東郷簡易
郵便局

とっとり
出会いの森

湖山池

鳥取県立布施
総合運動公園
鳥取県立布施
総合運動公園

はまゆう
診療所東郷小学校

東郷
体育館

世紀
小学校

緑風
高校

鳥取大学付属
小学校

嶋駐在所

TEL/0857-30-2291
FAX/0857-37-2271

!!

High-spec floor solution！

足場IT T

!!

江
戸
時
代
の
話
に
な
り
ま
す
が 

近
江
商
人
は
諸
国
に
商
品
を 

売
る
と
き
の
心
得
と
し
て 

『
買
い
手
良
し
。
売
り
手
良
し
。 

仕
入
先
良
し
。』 

の
三
方
良
し 

を
心
掛
け
て 

永
続
的
な
繁
栄
を
願
い
ま
し
た
。 

 

弊
社
は
令
和
三
年
で 

創
業 

五
十
年 

と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は 

三
方
良
し
に
地
域
貢
献
を
加
え
て 

地
元
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
を 

目
指
し
て
行
く
所
存
で
す
。 

株式会社 日 伸 建 鉄 
〒���-���� 

鳥取県西伯郡日吉津村日吉津 ��-� 

TEL:����-��-���� FAX:����-��-���� 

建築鉄骨の鋼構造物製作 建築金物の製造・取付 

耐震補強工事 鉄骨の改修工事 鉄骨の増築工事 

建築とっとり No.10220 建築とっとりNo.102 21



ぐっとずっと電化      

建築とっとり No.10222 建築とっとりNo.102 23



ぐっとずっと電化      

建築とっとり No.10222 建築とっとりNo.102 23



建築とっとり No.10224 建築とっとりNo.102 25

               

                                                      
        

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     

 
短大生の学外研修会を毎年実施（弊社研修室にて）9 年目   アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで 

 生活学科住居・ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻科                  (社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
 

株式会社モリックスジャパン
本 社 鳥取市商栄町203-6

TEL 0857-23-3641 FAX 0857-22-3329

倉吉店 倉吉市幸町529番地

ユーミーレジデンス1－3号

TEL 0858-24-5451 FAX 0858-24-5452



建築とっとり No.10224 建築とっとりNo.102 25

               

                                                      
        

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     

 
短大生の学外研修会を毎年実施（弊社研修室にて）9 年目   アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで 

 生活学科住居・ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻科                  (社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
 

株式会社モリックスジャパン
本 社 鳥取市商栄町203-6

TEL 0857-23-3641 FAX 0857-22-3329

倉吉店 倉吉市幸町529番地

ユーミーレジデンス1－3号

TEL 0858-24-5451 FAX 0858-24-5452



建築とっとり No.10226 建築とっとりNo.102 27

米子市奈喜良198-1
mail : sinsetu-nagata@ab.auone-net.jp
TEL（0859）30-2957 FAX（0859）30-2947

木製家具・建具工事

新設家具工業㈲



建築とっとり No.10226 建築とっとりNo.102 27

米子市奈喜良198-1
mail : sinsetu-nagata@ab.auone-net.jp
TEL（0859）30-2957 FAX（0859）30-2947

木製家具・建具工事

新設家具工業㈲



建築とっとり No.10228 建築とっとりNo.102 29

コンクリート既製杭工事、小口径鋼管杭工事、柱状改良工事、ベースパック工事

アルミニウム製建具工事、鋼製建具工事、シャッター工事

ＡＬＣ工事、耐震天井工事､エレベーター工事、ガラス温室工事

フェンス工事他外構資材　　　など

ＦＡＸ：０８５７－３８－４８８０
Eｰmail：matec@poppy.ocn.ne.jp

土木・建築資材の販売と施工を通じて、郷土の発展と環境保全に貢献していきます！

〒６８０－０８７４

鳥取県知事許可　（般ー１）第６３６０

株式会社 三洋マテック

鳥取県鳥取市叶９２番地１

ＴＥＬ：０８５７－３８－４８８１

営業品目：

               

                                                      
        

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     

 
短大生の学外研修会を毎年実施（弊社研修室にて）9 年目   アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで 

 生活学科住居・ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻科                  (社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
 

株式会社モリックスジャパン
本 社 鳥取市商栄町203-6

TEL 0857-23-3641 FAX 0857-22-3329

倉吉店 倉吉市幸町529番地

ユーミーレジデンス1－3号

TEL 0858-24-5451 FAX 0858-24-5452

期待を超える、感動を！

鳥取県米子市西福原6丁目6番10号
TEL 0859-33-8470

鳥取営業所／TEL 0857-23-3939
倉吉営業所／TEL 0858-48-1205
境港営業所／TEL 0859-44-6261

本 社

ほんの少しの困ったこと、私達にお任せください。
照明器具が暗い･･･コンセントが･･･台所、お風呂、トイレの困ったこと･･･
火災報知器を取り付けたい･･･などなど、あなたの街の小さな困ったを解決します。
我ら「住まいのおたすけ隊」。まずはお気軽にお電話ください。

お問い合わせは、お近くの岡田電工へ。

岡田電工

鳥取営業所
倉吉営業所

境港営業所

本社／米子

岡田電工

あなたの暮らしを、たすけ隊。
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コンクリート既製杭工事、小口径鋼管杭工事、柱状改良工事、ベースパック工事

アルミニウム製建具工事、鋼製建具工事、シャッター工事

ＡＬＣ工事、耐震天井工事､エレベーター工事、ガラス温室工事

フェンス工事他外構資材　　　など

ＦＡＸ：０８５７－３８－４８８０
Eｰmail：matec@poppy.ocn.ne.jp

土木・建築資材の販売と施工を通じて、郷土の発展と環境保全に貢献していきます！

〒６８０－０８７４

鳥取県知事許可　（般ー１）第６３６０

株式会社 三洋マテック

鳥取県鳥取市叶９２番地１

ＴＥＬ：０８５７－３８－４８８１

営業品目：

               

                                                      
        

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     

 
短大生の学外研修会を毎年実施（弊社研修室にて）9 年目   アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで 

 生活学科住居・ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻科                  (社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
 

株式会社モリックスジャパン
本 社 鳥取市商栄町203-6

TEL 0857-23-3641 FAX 0857-22-3329

倉吉店 倉吉市幸町529番地

ユーミーレジデンス1－3号

TEL 0858-24-5451 FAX 0858-24-5452

期待を超える、感動を！

鳥取県米子市西福原6丁目6番10号
TEL 0859-33-8470

鳥取営業所／TEL 0857-23-3939
倉吉営業所／TEL 0858-48-1205
境港営業所／TEL 0859-44-6261

本 社

ほんの少しの困ったこと、私達にお任せください。
照明器具が暗い･･･コンセントが･･･台所、お風呂、トイレの困ったこと･･･
火災報知器を取り付けたい･･･などなど、あなたの街の小さな困ったを解決します。
我ら「住まいのおたすけ隊」。まずはお気軽にお電話ください。

お問い合わせは、お近くの岡田電工へ。

岡田電工

鳥取営業所
倉吉営業所

境港営業所

本社／米子

岡田電工

あなたの暮らしを、たすけ隊。



■令和３年度定時総会
日　時／令和３年５月21日（金）14:30 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会員21名、委任出席68名、欠席28名
議　題／議案の審議
　　　　第１号議案　令和２年度事業報告
　　　　第２号議案　令和２度収入支出決算承認
　　　　　　　　　　の件（令和２年度監査報告）
　　　　報告事項
　　　　　令和３年度事業計画及び令和３年度収支予算
　　　　　【令和３年３月25日理事会承認】

■令和３年度事業等監査会
日　時／令和３年４月27日（火）10:30 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／監事、会長、副会長

■第１回理事会
日　時／令和３年５月11日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事19名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和２年度事業報告について
　　　　　令和２年度収入支出決算報告について
　　　　　上記に係る監査報告
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　　　第２回建築士事務所全国大会鳥取大会
　　　　　検討会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程
　　　　
■第２回理事会
日　時／令和３年８月11日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事18名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　「第44回全国大会（熊本大会）」、「青年話
　　　　　創会」及び「県外研修会」の実施について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　報告事項
　　　　　令和４年度全国大会の島根会との打合
　　　　　わせ概要について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回理事会
日　時／令和３年９月22日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事17名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計の取
　　　　　下げについて
　　　　協議事項
　　　　　「県との意見交換会」の議題提出について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　　県外研修の代替研修会について
　　　　　令和４年新年互礼会の開催の可否について
　　　　報告事項
　　　　　鳥取県福祉のまちづくり条例の改正に
　　　　　ついて

　　　　　　県と木造住宅耐震診断委員会の意見
　　　　　　交換会ついて
　　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回理事会
日　時／令和３年12月14日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Ｗｅｂ会議）
出席者／理事18名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　 　　「県との意見交換会」の実施結果について
　　　　　令和４年新年互礼会のアンケート結果
　　　　　について
　　　　　木造住宅耐震診断に係る県との意見交
　　　　　換会の実施について
　　　　　鳥取県福祉のまちづくり条例の見直し
　　　　　について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第１回三役会
日　時／令和３年４月28日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Ｗｅｂ会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　案
　　　　　第１回理事会　提出議案について
　　　　　　令和２年度　事業報告について
　　　　　　令和２年度　収入支出決算報告について
　　　　　　上記に係る監査報告
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　令和３年度年次功労者表彰候補者の推
　　　　　薦について
　　　　報告事項
　　　　　第２回建築士事務所全国大会鳥取大会
　　　　　検討会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他　
　　　　　今後の日程 他

■第２回三役会
日　時／令和３年７月30日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　案
　　　　　第２回理事会　提出議案について
　　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計に
　　　　　　ついて
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　「第44回全国大会（熊本大会）」、「青年話創
　　　　　会」及び「県外研修会」の実施について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　報告事項
　　　　　令和４年度全国大会の島根会との打合
　　　　　せ概要について
　　　　　会議等開催状況　他
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回三役会
日　時／令和３年９月９日（木）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　題
　　　　　第３回理事会　提出議案について
　　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計の
　　　　　　扱いについて
　　　　協議事項

　　　　　「県との意見交換会」の提出議題について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　　県外研修会の代替研修会について
　　　　報告事項
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回三役会
日　時／令和３年11月30日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　題
　　　　　第４回理事会　提出議案について
　　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　　　「県との意見交換会」の実施結果について
　　　　　令和４年新年互礼会のアンケート結果
　　　　　について
　　　　　木造住宅耐震診断に係る県との意見交
　　　　　換会の実施について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■正副委員長会議
（１）広報・編集委員会
日　時／令和３年６月８日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、広報編集委員会正副委員長
議　題／・協会の広報活動
　　　　・令和３年度　建築士事務所のキャンペ
　　　　　ーン実施
　　　　・令和４年「第45回建築士事務所全国大
　　　　　会（鳥取・島根共同大会）」の広報活動
　　　　　について

（２）業務・技術委員会
日　時／令和３年６月９日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、業務技術委員会正副委員長
議　題／・「建築士定期講習」（法定講習）の開催（建
　　　　　築士会と共催）
　　　　・「開設者・管理建築士のための管理研
　　　　　修会」（知事指定講習）の開催
　　　　・業務・技術に関する講習、講演会、視察
　　　　　等の検討
　　　　・設計委託業務に係る図書等の編集・発行
　　　　・既存木造住宅の耐震診断等業務の協力
　　　　・高齢者居住住宅の改修事業への協力
　　　　・適合証明業務講習会の開催
　　　　・特定建築物の定期調査等の推進

（３）総務・企画委員会
日　時／令和３年６月９日（水）13:30 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、総務企画委員会正副委員長
議　題／・会員の増強等組織拡充の取り組み
　　　　・苦情の解決業務の実施
　　　　・令和４年「第45回建築士事務所全国大
　　　　　会（鳥取・島根共同大会）」の実施体制
　　　　　の検討、調整
　　　　・行政機関との相互連携及び事業推進に
　　　　　係る業務協力
　　　　・地域研修・研究事業活動の活性化

■第１回広報編集委員会
日　時／令和３年９月10日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／オンライン木の住まいフェア2021「無
　　　　料相談会」の実施について
　　　　会誌「建築とっとり」102号の刊行について

　　　　（1） 発行時期について
　　　　（2） ページ構成について
　　　　（3） 有料広告について
　　　　（4） その他

■令和３年度一級/二級/木造建築士定期講習
　（第２期）
日　時／令和３年８月３日（火）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／27名

■「既存住宅状況調査技術者」講習【新規講習】
《会場講習》
日　時／令和３年10月７日（木）9:20～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／13名
《オンライン講習》
期　間／令和３年11月１日（月）～21日（日）
受講者／１名

■「既存住宅状況調査技術者」講習【更新講習】
《会場講習》
日　時／令和３年10月20日（水）9:20～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／４名
《オンライン講習》
期　間／令和３年11月１日（月）～21日（日）
受講者／１名

■適合証明技術者業務講習
《会場講習》
日　時／令和３年10月20日（水）13:30 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／11名
《オンライン講習》
期　間／令和３年12月２日（木）～14日（火）
受講者／１名

■開設者・管理建築士のための建築士事務所
　の管理研修会
日　時／令和３年12月２日（木）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／15名

■実例に学ぶ　建築士事務所のトラブル予防
　研修会
日　時／令和３年11月９日（火）9:00～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／６名

■実務者のための工事監理ガイドラインの運
　用解説講習会
日　時／令和３年11月９日（火）13:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／11名

■令和３年度一級/二級/木造建築士定期講習
　（第4期）
日　時／令和４年２月３日（木）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／17名

■特定建築物定期調査業務「スキルアップ講
　習」（Web講習）
期　間／令和３年10月１日（金）～12月17日（金）
受講者／13名

■第66回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和３年11月５日（金）
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
　　　　対象建物（町有・民間施設）３棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会（専門委員会）
第66回　令和３年10月19日（事前審査）
　　　 　令和３年10月25日（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業
　実施件数　令和３年度  ６件

■各市・町　木造住宅耐震診断業務
　（令和４年２月現在）
鳥取市49件、倉吉市21件、米子市12件、境港市28
件、岩美町１件、若桜町３件、八頭町２件、
北栄町５件

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査
日　時／令和４年２月18日（金）13:10 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
参加者／11名

■正会員入会（令和３年４月～）
　㈱都市建設一級建築士事務所
　　　〒680-0942 鳥取市湖山町東3丁目98-8
　　　TEL:０８５７-３８-８１３５
　　　FAX:０８５７-３８-８１３７
　　　開 設 者 名：横山　　悟
　　　管理建築士名：竹田　正博

　もりもり建築設計事務所
　　　〒680-0437 八頭郡八頭町花原311-3
　　　TEL:０８５８-７１-１２２１
　　　FAX:０８５８-７１-１２２１
　　　開 設 者 名：森口　　完
　　　管理建築士名：森口　幸枝

　㈱e－ＭＯＭＥＮＴ
　　　〒682-0806 倉吉市昭和町1丁目228
　　　TEL:０８５８-２４-５７５５
　　　FAX:０８５８-２４-５７６５
　　　開 設 者 名：山田　大生
　　　管理建築士名：山田　大生

　matsui設計室
　　　〒682-0924 倉吉市河原町3030-12
　　　TEL:０９０-１６８８-１３３６
　　　FAX:０８５８-２７-０１９１
　　　開 設 者 名：松井　香名子
　　　管理建築士名：松井　香名子
　　
　㈲アーキテック
　　　〒680-0804 鳥取市田島797
　　　TEL:０８５７-２６-６８８８
　　　FAX:０８５７-２６-６８８９
　　　開 設 者 名：澤　美砂江
　　　管理建築士名：河本　淳一

■賛助会員入会（令和３年４月～）
　㈲Ｉ．Ｔ．Ｔ
　　　〒680-1414 鳥取市下段253-1
　　　TEL:０８５７-３０-２９９１
　　　FAX:０８５７-３７-２２７１
　　　担当者名：冨田　光政

　大和設備㈱
　　　〒680-0912 鳥取市商栄町227
　　　TEL:０８５７-２９-５５４１
　　　FAX:０８５７-２９-４１５０
　　　担当者名：白間　直人

　山陰東陽化成㈲
　　　〒680-0001 鳥取市浜坂4丁目666-2
　　　TEL:０８５７-２６-５４２１
　　　FAX:０８５７-２２-７２９２
　　　担当者名：清水　康一

　リバース㈲
　　　〒689-3541 米子市二本木909番地2
　　　TEL:０８５９-２１-８１２５
　　　FAX:０８５９-２７-０１３５
　　　担当者名：池淵　正己
　
　日成ビルド工業㈱米子営業所
　　　〒683-0812 米子市角盤町2丁目55
　　　　　　　　　  角盤町コモド・ワン６F
　　　TEL:０８５９-３２-９９００
　　　FAX:０８５９-３２-９８８０
　　　担当者名：橋本　真紀

　　

■４月
26日（火）　令和３年度事業等監査会
28日（木）　第１回三役会

■５月
11日（水）　第１回理事会　
20日（金）　令和４年度定時総会　倉吉シティホテル

　このたびの冬は例年になく寒い冬でした。何度もまとまった雪が降り、
その後、何日も溶けないまま。とは言え、春は確実にやって来ます。編集
後記を書くこの時期、春うららかな日が多くなりました。こんな時期に、「建
築とっとり-102号」の編集作業は大詰めを迎えています。
　今回は今の広報編集委員会のメンバー構成になって２度目の編集です。
しかし昨年の101号同様、いや、それ以上にコロナ禍以前の広報誌の構成が
できないことが、スタート以前から見えていました。とにかく協会員が集っ
て行う活動がほとんどできない。加えて、業界全体に活気が乏しい。委員
会のメンバーが知恵を出すまでもなく、できることは限られている。せっ
かくの委員会ですが、今回は私と塚田担当副会長、田栗専務理事とで企画
することにしてしまいました。
　なんだか編集作業もリモート感覚で、冊子ができて来る実感も乏しいま
ま、完成見込みとなってしまいました。寄稿いただきました皆様には、深
くお礼申し上げます。ありがとうございました。

広報編集委員長　来田　信浩　

行事予定行事予定

建築物耐震診断等評定業務建築物耐震診断等評定業務

講　習　会講　習　会

会員の異動会員の異動

受託業務受託業務

会 議 報 告会 議 報 告
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■令和３年度定時総会
日　時／令和３年５月21日（金）14:30 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会員21名、委任出席68名、欠席28名
議　題／議案の審議
　　　　第１号議案　令和２年度事業報告
　　　　第２号議案　令和２度収入支出決算承認
　　　　　　　　　　の件（令和２年度監査報告）
　　　　報告事項
　　　　　令和３年度事業計画及び令和３年度収支予算
　　　　　【令和３年３月25日理事会承認】

■令和３年度事業等監査会
日　時／令和３年４月27日（火）10:30 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／監事、会長、副会長

■第１回理事会
日　時／令和３年５月11日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事19名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和２年度事業報告について
　　　　　令和２年度収入支出決算報告について
　　　　　上記に係る監査報告
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　　　第２回建築士事務所全国大会鳥取大会
　　　　　検討会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程
　　　　
■第２回理事会
日　時／令和３年８月11日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事18名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　「第44回全国大会（熊本大会）」、「青年話
　　　　　創会」及び「県外研修会」の実施について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　報告事項
　　　　　令和４年度全国大会の島根会との打合
　　　　　わせ概要について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回理事会
日　時／令和３年９月22日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／理事17名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計の取
　　　　　下げについて
　　　　協議事項
　　　　　「県との意見交換会」の議題提出について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　　県外研修の代替研修会について
　　　　　令和４年新年互礼会の開催の可否について
　　　　報告事項
　　　　　鳥取県福祉のまちづくり条例の改正に
　　　　　ついて

　　　　　　県と木造住宅耐震診断委員会の意見
　　　　　　交換会ついて
　　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回理事会
日　時／令和３年12月14日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Ｗｅｂ会議）
出席者／理事18名、監事２名
議　題／議　案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　 　　「県との意見交換会」の実施結果について
　　　　　令和４年新年互礼会のアンケート結果
　　　　　について
　　　　　木造住宅耐震診断に係る県との意見交
　　　　　換会の実施について
　　　　　鳥取県福祉のまちづくり条例の見直し
　　　　　について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第１回三役会
日　時／令和３年４月28日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Ｗｅｂ会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　案
　　　　　第１回理事会　提出議案について
　　　　　　令和２年度　事業報告について
　　　　　　令和２年度　収入支出決算報告について
　　　　　　上記に係る監査報告
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　令和３年度年次功労者表彰候補者の推
　　　　　薦について
　　　　報告事項
　　　　　第２回建築士事務所全国大会鳥取大会
　　　　　検討会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他　
　　　　　今後の日程 他

■第２回三役会
日　時／令和３年７月30日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　案
　　　　　第２回理事会　提出議案について
　　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計に
　　　　　　ついて
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　「第44回全国大会（熊本大会）」、「青年話創
　　　　　会」及び「県外研修会」の実施について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　報告事項
　　　　　令和４年度全国大会の島根会との打合
　　　　　せ概要について
　　　　　会議等開催状況　他
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回三役会
日　時／令和３年９月９日（木）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　題
　　　　　第３回理事会　提出議案について
　　　　　　令和４年全国大会に係る特別会計の
　　　　　　扱いについて
　　　　協議事項

　　　　　「県との意見交換会」の提出議題について
　　　　　オンライン木の住まいフェア2021検
　　　　　討案について
　　　　　県外研修会の代替研修会について
　　　　報告事項
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回三役会
日　時／令和３年11月30日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議　題
　　　　　第４回理事会　提出議案について
　　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　報告事項
　　　　　「県との意見交換会」の実施結果について
　　　　　令和４年新年互礼会のアンケート結果
　　　　　について
　　　　　木造住宅耐震診断に係る県との意見交
　　　　　換会の実施について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■正副委員長会議
（１）広報・編集委員会
日　時／令和３年６月８日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、広報編集委員会正副委員長
議　題／・協会の広報活動
　　　　・令和３年度　建築士事務所のキャンペ
　　　　　ーン実施
　　　　・令和４年「第45回建築士事務所全国大
　　　　　会（鳥取・島根共同大会）」の広報活動
　　　　　について

（２）業務・技術委員会
日　時／令和３年６月９日（水）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、業務技術委員会正副委員長
議　題／・「建築士定期講習」（法定講習）の開催（建
　　　　　築士会と共催）
　　　　・「開設者・管理建築士のための管理研
　　　　　修会」（知事指定講習）の開催
　　　　・業務・技術に関する講習、講演会、視察
　　　　　等の検討
　　　　・設計委託業務に係る図書等の編集・発行
　　　　・既存木造住宅の耐震診断等業務の協力
　　　　・高齢者居住住宅の改修事業への協力
　　　　・適合証明業務講習会の開催
　　　　・特定建築物の定期調査等の推進

（３）総務・企画委員会
日　時／令和３年６月９日（水）13:30 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／会長、副会長、総務企画委員会正副委員長
議　題／・会員の増強等組織拡充の取り組み
　　　　・苦情の解決業務の実施
　　　　・令和４年「第45回建築士事務所全国大
　　　　　会（鳥取・島根共同大会）」の実施体制
　　　　　の検討、調整
　　　　・行政機関との相互連携及び事業推進に
　　　　　係る業務協力
　　　　・地域研修・研究事業活動の活性化

■第１回広報編集委員会
日　時／令和３年９月10日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／オンライン木の住まいフェア2021「無
　　　　料相談会」の実施について
　　　　会誌「建築とっとり」102号の刊行について

　　　　（1） 発行時期について
　　　　（2） ページ構成について
　　　　（3） 有料広告について
　　　　（4） その他

■令和３年度一級/二級/木造建築士定期講習
　（第２期）
日　時／令和３年８月３日（火）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／27名

■「既存住宅状況調査技術者」講習【新規講習】
《会場講習》
日　時／令和３年10月７日（木）9:20～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／13名
《オンライン講習》
期　間／令和３年11月１日（月）～21日（日）
受講者／１名

■「既存住宅状況調査技術者」講習【更新講習】
《会場講習》
日　時／令和３年10月20日（水）9:20～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／４名
《オンライン講習》
期　間／令和３年11月１日（月）～21日（日）
受講者／１名

■適合証明技術者業務講習
《会場講習》
日　時／令和３年10月20日（水）13:30 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／11名
《オンライン講習》
期　間／令和３年12月２日（木）～14日（火）
受講者／１名

■開設者・管理建築士のための建築士事務所
　の管理研修会
日　時／令和３年12月２日（木）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／15名

■実例に学ぶ　建築士事務所のトラブル予防
　研修会
日　時／令和３年11月９日（火）9:00～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／６名

■実務者のための工事監理ガイドラインの運
　用解説講習会
日　時／令和３年11月９日（火）13:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／11名

■令和３年度一級/二級/木造建築士定期講習
　（第4期）
日　時／令和４年２月３日（木）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／17名

■特定建築物定期調査業務「スキルアップ講
　習」（Web講習）
期　間／令和３年10月１日（金）～12月17日（金）
受講者／13名

■第66回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和３年11月５日（金）
場　所／事務所協会事務局（Web会議）
　　　　対象建物（町有・民間施設）３棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会（専門委員会）
第66回　令和３年10月19日（事前審査）
　　　 　令和３年10月25日（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業
　実施件数　令和３年度  ６件

■各市・町　木造住宅耐震診断業務
　（令和４年２月現在）
鳥取市49件、倉吉市21件、米子市12件、境港市28
件、岩美町１件、若桜町３件、八頭町２件、
北栄町５件

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査
日　時／令和４年２月18日（金）13:10 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
参加者／11名

■正会員入会（令和３年４月～）
　㈱都市建設一級建築士事務所
　　　〒680-0942 鳥取市湖山町東3丁目98-8
　　　TEL:０８５７-３８-８１３５
　　　FAX:０８５７-３８-８１３７
　　　開 設 者 名：横山　　悟
　　　管理建築士名：竹田　正博

　もりもり建築設計事務所
　　　〒680-0437 八頭郡八頭町花原311-3
　　　TEL:０８５８-７１-１２２１
　　　FAX:０８５８-７１-１２２１
　　　開 設 者 名：森口　　完
　　　管理建築士名：森口　幸枝

　㈱e－ＭＯＭＥＮＴ
　　　〒682-0806 倉吉市昭和町1丁目228
　　　TEL:０８５８-２４-５７５５
　　　FAX:０８５８-２４-５７６５
　　　開 設 者 名：山田　大生
　　　管理建築士名：山田　大生

　matsui設計室
　　　〒682-0924 倉吉市河原町3030-12
　　　TEL:０９０-１６８８-１３３６
　　　FAX:０８５８-２７-０１９１
　　　開 設 者 名：松井　香名子
　　　管理建築士名：松井　香名子
　　
　㈲アーキテック
　　　〒680-0804 鳥取市田島797
　　　TEL:０８５７-２６-６８８８
　　　FAX:０８５７-２６-６８８９
　　　開 設 者 名：澤　美砂江
　　　管理建築士名：河本　淳一

■賛助会員入会（令和３年４月～）
　㈲Ｉ．Ｔ．Ｔ
　　　〒680-1414 鳥取市下段253-1
　　　TEL:０８５７-３０-２９９１
　　　FAX:０８５７-３７-２２７１
　　　担当者名：冨田　光政

　大和設備㈱
　　　〒680-0912 鳥取市商栄町227
　　　TEL:０８５７-２９-５５４１
　　　FAX:０８５７-２９-４１５０
　　　担当者名：白間　直人

　山陰東陽化成㈲
　　　〒680-0001 鳥取市浜坂4丁目666-2
　　　TEL:０８５７-２６-５４２１
　　　FAX:０８５７-２２-７２９２
　　　担当者名：清水　康一

　リバース㈲
　　　〒689-3541 米子市二本木909番地2
　　　TEL:０８５９-２１-８１２５
　　　FAX:０８５９-２７-０１３５
　　　担当者名：池淵　正己
　
　日成ビルド工業㈱米子営業所
　　　〒683-0812 米子市角盤町2丁目55
　　　　　　　　　  角盤町コモド・ワン６F
　　　TEL:０８５９-３２-９９００
　　　FAX:０８５９-３２-９８８０
　　　担当者名：橋本　真紀

　　

■４月
26日（火）　令和３年度事業等監査会
28日（木）　第１回三役会

■５月
11日（水）　第１回理事会　
20日（金）　令和４年度定時総会　倉吉シティホテル

　このたびの冬は例年になく寒い冬でした。何度もまとまった雪が降り、
その後、何日も溶けないまま。とは言え、春は確実にやって来ます。編集
後記を書くこの時期、春うららかな日が多くなりました。こんな時期に、「建
築とっとり-102号」の編集作業は大詰めを迎えています。
　今回は今の広報編集委員会のメンバー構成になって２度目の編集です。
しかし昨年の101号同様、いや、それ以上にコロナ禍以前の広報誌の構成が
できないことが、スタート以前から見えていました。とにかく協会員が集っ
て行う活動がほとんどできない。加えて、業界全体に活気が乏しい。委員
会のメンバーが知恵を出すまでもなく、できることは限られている。せっ
かくの委員会ですが、今回は私と塚田担当副会長、田栗専務理事とで企画
することにしてしまいました。
　なんだか編集作業もリモート感覚で、冊子ができて来る実感も乏しいま
ま、完成見込みとなってしまいました。寄稿いただきました皆様には、深
くお礼申し上げます。ありがとうございました。

広報編集委員長　来田　信浩　

行事予定行事予定

建築物耐震診断等評定業務建築物耐震診断等評定業務

講　習　会講　習　会

会員の異動会員の異動
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　令和３年８月２日、若桜町若桜地区が「国重要伝統的建造物群保

存地区」に選定されました。明治18年の町内370戸中350戸が焼

失したという大火の後、復興計画が議決されました。その計画に基

づき形成された町並みが、今も色濃く残っています。カリヤと称され

る軒空間を持つ民家が並ぶ本通り、土蔵と寺院が並ぶ蔵通り、町の

各所に流れる水路等々、歴史的な風情を醸し出しています。

　このたびの選定により、多くの方の目が若桜の町に向き、訪れて

いただきたい。若桜出身の一人として、そう願っています。

（文：来田 信浩）


